
















○ EU の対中国武器禁輸解除問題をめぐって 


















  海外からお招きしております研究者は以下の通りです。Prof. Binyi Sun, Dr. Yan Huang 
(East China Normal University, Department of Business Management of Business 
College, China), Professor Leonid Kosals, Professor Rosalina Ryvkina, First Vice-Rector 
Professor Vadim Radaev (The State University-High School of Economics, Moscow, 
Russia) Professor Alexei Izyumov, Professor Babu Nahata (Center for Emerging 
Market Economies, University of Louisville) 
 
 参加（セミナーおよび懇親会）およびプログラムにつきましては、資料、会場の準備の
関係で、事前に 3 月 14 日(火曜日)までに、溝端（下記）まで、Fax あるいは email にてご
連絡いただきますようにお願い申し上げます。 
日時：2006 年 3 月 17 日（金曜日）－3 月 18 日（土曜日） 
両日とも 午前 10 時から午後 5 時 40 分を予定しております。中国企業・ロシア企業・国
際比較研究の視座を軸に、5 つのセッションを開催する予定です。 
場所：京都大学経済研究所 1 階 会議室 
連絡先・問合せ先：〒606-8501 京都市左京区吉田本町京都大学経済研究所 溝端佐登史  




京都大学助教授 坂出 健 
 昨年 11 月、胡主席は、イギリス・ドイツ・スペインなどの欧州諸国を歴訪し、EU の対
中国武器禁輸解除をあらためて求めた。翌 12 月、陳総統がイタリアのテレビのインタビュ













国売却を考慮しているのではとの見方もあった。仏独主導により、欧州委員会 the European 




国家法 anti-secession law の制定－が解除論議に深刻な影響を与えた。 




EU 代表団（ソラナ EU 外相の使節）は、ワシントンを訪問し、政府・議会関係者に禁輸解
除への理解を求めたが、不調に終わった。反分裂国家法制定により、いくつかの欧州諸国








権利に関する国際規約」批准に向けて努力したものの（署名は 1998 年 10 月 5 日）、批准実
現にはいたらなかった。 
 4 月から 6 月にかけて、解除問題は米欧中日の主要交渉課題となった。フランス・中国は、




明確にした。7 月から 12 月にかけて欧州議会議長国となるイギリスも、禁輸継続の方向で
の調整に入った。4 月 15 日、欧州議会は、363 対 92（棄権 39）で、対中国禁輸継続を決
議した。5 月、小泉首相、武器禁輸解除は東アジアの政治的安定を損なうとして、禁輸継続
を EU に要請した。一方、シラク大統領は、小泉首相に対して、武器禁輸解除は、”sensitive 
technology”の対中売却を意味しないと説明した。最終的には、6 月 22-23 日、ブリュッセ
ルで開催された欧州理事会（最高意志決定機関）は、EU－中国間の戦略的パートナーシッ
プの発展を約束したものの、2005 年における武器禁輸解除を見送った。 

























逆に、EU 諸国は独自の GPS 構築（ガリレオ計画）を推進した。2001 年、アメリカは、ガ
リレオ計画に強力に反対し、一時計画はつぶれかけたが、シラク大統領の強い指導力でも
ちこたえ、民生用を基本とし欧州域外各国に参加をよびかけるという新方針をとった。こ
の新方針に沿って、最初の非欧州参加国となったのが中国である。2003 年 10 月、胡主席























「北東アジア・アカデミックフォーラム 2006 in 京都」のご案内 
        ――北東アジア地域における持続可能な森林マネージメント— 




日 時  ２００６年３月１２日(日)；基調講演ほか   １３日(月)；現地見学 
場 所  京都大学時計台記念ホール【定員 ５００人】 
        京都市左京区吉田本町 京都大学本部構内正門正面 
参加費  資料代      当フォーラム会員：無料  非会員：５００円 
       現地見学バス代  当フォーラム会員：無料  非会員：１，０００円 
主 催  環日本海アカデミック・フォーラム 
後 援  京都府、(財)大学コンソーシアム京都、環日本海学会ほか 
(1) １日目 全体交流会議              総合司会；北川秀樹龍谷大学教授 
● 開会あいさつ １３：００～１３：０５ 
      環日本海アカデミック・フォーラム 世話人代表 藤本和貴夫（大阪経済法科大学学長） 
● 基調講演      １３：０５～１４：４０ 
   ① 地球環境問題とモデルフォレストの最新事情～特にアジアを中心に～ 
            国際モデルフォレスト事務局 ブライアン・バネル アジア担当上級企画官 
   ② ビジネスパートナーシップによる中国の森林保全 
            中国林業科学院       姜 春前 教授 
●セッション１ 自然エネルギー・木材産業 ～アジアにおける木材利活用の推進方策～ 





 □我が国における木材利用のあり方   京都大学生存圏研究所 川井秀一 教授 
 □木質系資源に関する新技術開発と利用 京都府立大学     古田裕三 講師 






●セッション２ 森林保全・再生 ～アジアにおけるモデルフォレストの展開方策～  






 □古都の森の移り変わりと人の活動     京都府立大学     高原 光 教授 
 □持続可能な森林をめざして～黄土高原における経験  緑の地球ネット高見邦雄事務局長 




   国際モデルフォレスト事務局ブライアン・バネル・アジア担当上級企画官 
（コーディネーター） 
 京都府立大学田中和博教授 
● 閉会あいさつ １７：２５～１７：３０ 
    環日本海アカデミック・フォーラム世話人藤城進（京都府企画環境部長） 
 なお、全体交流会議終了後に、京都大学正門前のレストラン「カンフォーラ」にてレセ
プションを予定しています。（会費；会員１，０００円、非会員３，０００円） 
(2) ２日目 現地見学 
●北山地域の森林ほか 




       京都大学フィールド科学教育研究センター並びに j.Pod 開発グループ（京都大学大学
院地球環境学堂 小林研究室、（株）鴻池組、（有）桃李舎、トリスミ集成材（株）、John Barr 
Architec）が開発した「２１世紀の循環型社会を指向した革新的な木造建築システム j.Pod」
によるモデル的な施設を見学します。 
    ※ 集合：８：３０分（京都府庁東門前）解散：１３：００（京大又は地下鉄今出川駅） 
参加申込みは環日本海アカデミック・フォーラム〒602-8570 京都府企画環境部企画参事内
TEL：075-414-4347 or FAX：075-414-4363 or e-mail:acdfo@mail.joho-kyoto.or.jp に住
所・氏名・電話番号等を記入してお願いします。 
